
｢終焉｣ という文字が表紙のど真ん中に大きく印

刷された本書のタイトルは実に刺激的で, 一瞬 ｢正

社員は不要になってしまうのか？｣ と錯覚させられ

る｡ しかし, 第 1章, 第 2章と順を追って読み進む

と, 筆者の実体験がダブッてきて, 本書に引き込ま

れていく｡ つまり, 第 1章では日本特有の雇用制度

就職というより ｢就社｣ した正社員中心で, か

つ正社員は非正社員の上位概念 について述べ,

その雇用制度の特異性ゆえに, 日系企業は進出先の

中国や北米・欧州等で多くの問題に直面しているこ

とを明らかにする｡ 日本企業はバブル崩壊・業績悪

化に伴い, 新卒採用の抑制, 人材のリストラクチャ

リング, アウトプレースメント促進等の人事改革を

行った｡ 総額人件費抑制・変動費化の流れの中で,

大手企業では各職場に正社員以外の形で働く人が急

増した｡ そのため企業は多様化した社員に対し, そ

れぞれの役割と期待を再編・明示し, それぞれに見

合った仕事の機会や報酬を柔軟に提供しなければな

らない段階に至ったとしている｡

第 2 章では 1997 年をピークに総就業者数が減少

するなかで, 新卒無業者 (NEET) の急増, 労働市

場における競争の激化, アルバイト・パート・フリー

ター・契約社員・個人業務委託者等非正社員急増の

実態を述べている｡ 非正社員急増の根源は総額人件

費削減のため採用を抑制する人事部門の目を掠めて,

現場が人件費以外の経費の形で, ｢派遣｣ という新

たな戦力確保に走ったことにある｡ 結果として ｢戦

略なき非正社員活用｣ となり, 非正社員が正社員と

事実上同じ仕事をしていることが往々にしてある状

態となった｡

筆者は今年 6月まで, グローバルに事業展開する

製造業の役員を 14 年間勤めてきたが, 本書にのべ

られた非正社員急増の実態とほとんど同じ体験をし

た｡ 役員に就任した 1992 年当時, 業績悪化に苦し

む会社は総額人件費抑制のため, 新卒・中途採用全

面停止と既存戦力の徹底的効率活用に取り組んでい

た｡ 90 年代半ば以降業績が回復して, 新卒・中途

の採用を再開したが, 業績伸長に対応しようとする

現場は戦力が足りない｡ やむなく人材派遣・請負等

外部人材の活用に走る｡ 最初は慎重に, 恐る恐る外

部人材を活用するが, 二度・三度繰り返すうちに歯

止めが効かなくなる｡ 21 世紀に入る頃には気がつ

けば国内総就業者数の約 30％は非正社員｡ しかも

本来正社員が担うべきコア業務まで非正社員にまか

せているケースがかなりある｡ そこで社長の号令一

下, 正社員スタッフ業務の徹底的効率化・業務改革

と外部人材に委託したコア業務の引き上げに取り組

むとともに, それまで各事業部門 (現場) に任せて

あった外部人材の採用・管理を本社人事部門に一元

化して, 人事部門で全社の管理ができるようにした｡

もし, 筆者が在任中, 数年前に本書に出会ってい

たならば, 第 3章から第 7章にかけて本書に記述さ

れている, 日本企業特有の雇用制度を前提としなが

らも, 正社員・非正社員それぞれを効率的にかつ育

成もはかりながら活用する人材ポートフォリオの考

え方 (縦軸に技術的・組織的 ｢企業特殊性｣ を取り,

横軸に人材の ｢知識レベル｣ を取って, 4 象限, 7
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分類), 人材ポートフォリオを生かす効率化ダイナ

ミズム・育成ダイナミズムの考え方, 非正社員の類

型別マネジメントの要諦, 個人業務委託のパフォー

マンスマネジメントとリスクマネジメントの考え方

そしてポスト正社員時代に向けたユニバーサル組織

文化やワークライフバランス等の提言は人事改革の

有益なヒントになったであろう｡

企業活動がグローバルになり雇用が多様化するな

かで, 男性正社員が上位概念という日本特有の人事

制度を抜本的に改め, 誰もが気持ちよく頑張れる組

織文化と人事制度を形成することが日本企業にとっ

て焦眉の急である｡ 本書をヒントに ｢日はまた昇る

日本企業｣ となるためにも, 世界に受け入れられる

組織文化・人事制度を研究してみたいという思いに

駆られた｡
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